
15 1st 12
2 2nd 19

12 3rd 14

26 4th 24

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 8 2 1 0 3 4 × 32 1 12 5 4

5 × 18 2 6 0 3 5 DNP 0 0 0 0 0

6 × 15 2 4 1 3 6 DNP 0 0 0 0 0

7 × 12 0 4 4 5 7 × 12 0 6 0 5

8 / 0 0 0 0 0 8 DNP 0 0 0 0 0

9 × 2 0 1 0 1 9 DNP 0 0 0 0 0

10 DNP 0 0 0 0 0 10 × 21 0 6 9 2

11 DNP 0 0 0 0 0 11 × 0 0 0 0 2

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 × 0 0 0 0 2

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 / 4 0 2 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

55 6 16 5 15 69 1 26 14 15

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

BOXスコア

TEAM  A 帯広西陵

加藤　健

今治南

澤田　拓斗

沢井　空

角田　宗久

選　手　氏　名

髙橋　彪雅(CAP)

佐藤　岳斗

横澤　蓮

道　幹多

川内　雄雅

渡辺　晃盛

矢野　直樹

佐々木　綾聖

柴田　匠

触沢　拓弥

斎藤　翔

高橋　凜太朗 片山　敦凱

木原　陸

近藤　風磨

松尾　河秋

村上　敬汰

青木　創一朗

笠原　至紋

記載者 満田高弘 （所属）

浅海　吉彦

　初戦を落とし決勝トーナメント進出のためには負けられない四国代表今治南と、初戦を制し１位通過を狙う北海道代表帯広西陵と
の一戦。両チーム、ハーフコートマンツーマンDefでスタート。帯広西陵は＃５のドライブで先制。今治南も＃７のリバウンドシュートで
返す。帯広西陵は＃４の３Ｐ、＃７のバスケットカウントなどで加点。今治南も＃４のドライブやミドルシュートで返し、一進一退の展
開。帯広西陵１５－１２今治南で、帯広西陵が３点リードで１Ｑ終了。２Ｑ、試合が大きく動く。今治南が＃４のミドルシュートや＃１４の
ゴール下などで４連続得点。たまらず帯広西陵はタイムアウトを取るが、その後も今治南の勢いは止まらない。今治南は＃４が３Ｐ
やドライブで次々と得点し、７連続得点で一気に点差を広げ、帯広西陵１７－３１今治南で２Ｑ終了。
　３Ｑ、追い上げたい帯広西陵は＃４の３Ｐ、＃５のゴール下などで得点するが、今治南も＃４、＃１０の１on１や＃７のゴール下など
で点差を詰めさせない。帯広西陵２９－４５今治南で３Ｑ終了。４Ｑ、帯広西陵は＃７、＃５のドライブで得点。今治南も＃７のゴール
下、＃１０の１on１などで返し、一進一退の展開に。残り４分、帯広西陵はDefをオールコートマンツーマンに変え、追い上げを図る。
しかし、今治南は冷静に対処し、＃１０、＃４の１on１で追い上げを許さない。残り１分、帯広西陵はファウルゲームを試みるも今治南
はフリースローをきっちり決め、帯広西陵５５－６９今治南で試合終了。今治南が２Ｑに怒涛の攻撃を見せ、予選リーグ１位通過を決
めた。

阿波井　来勝

髙橋　幸丈目黒　伶

小笠原　蓮華

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

村上　翔子
合計

コーチコーチ 坂田　明彦

○

帯広西陵

(北海道)

今治南

(愛媛)

選　手　氏　名

五味　龍之介

松尾　海我(CAP)

TEAM  B

55

（なし）

（なし）

69

TEAM  A

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

 トリムパークかなづ

2016年8月23日(火)

ＴＢコート　第５試合

会　　場

●

日　時

得点経過

御手洗　亮

田中　義也

男　予選Dリーグ第３試合

14:50

TEAM  B
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